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1 はじめに

岩手県オリジナルの栄養繁殖系スターチス品種「アイ

スター」シリーズ 5品種が平成 10年度に開発された。

これらの増殖に関する基礎技術は、(財)岩手生物工学

研究センターにより報告されている。そこで、この技術

の実用化を図るため、効率的な種苗の増殖法について検

討を行つた。

2 試験方法

(1)初代培養における供試材料の検討

供試品種はアイスター・モーヴを用いた。初代培養

に用いる花穂の状態は、表 2の 4区を設定し、初代培養

開始 lヶ 月後のシュー ト分イヒ本数を調査した。

(2)発根における前培養の検討

供試品種はアイスター・ロージービンク、ライラック、

モーヴを用いた。増殖培地で増殖した個体を 1本ずつ分

割し、それを材料に表 3の 3区を設定して、発根開始 1

ヶ月後の発根率及び発根の状態を調査した。

(3)培菱中における通気膜の影響

供試品種はアイスター・ラベンダーを用いた。カルチ

ャーボ トルで培養した場合の通気膜 (アルミ箔のふたに

直径 5mlnの通気膜を3個つけたもの)の影響について、

増殖開始 lヶ 月後増殖状態、葉色、ビトリフィケーショ

ン等を調査した。

(4)増殖時における継代期間とバクテリアの発生

供試品種はアイスター・モープを用いた。増殖時にお

ける継代期間の違いがバクテリアの発生や植物の生育に

及ぼす影響について調査した。

なお、試験 (1)、 (2)、 (3)、 (4)の培養条件は、23℃ 16

時間日長で行つた。

3 試験結果及び考察

(1)増殖方法及び順化方法と初代培養における材料の好

適ステージ

増殖及び順化方法は表 1に示す通りである。初代培養

に用いる材料として、岩手生工研においては、腋芽部分

を茎頂培養したものを材料としていたが、花穂部分の方

が大きく扱いやういことから、材料はウイルスにかかつ

ていない苗の花穂部分とした (図 1)。 好適な培菱花穂

のステージは、分化率が 7割以上になる試験区 2ま でが

材料として適 していると思われた (表 2)。 その後の増

殖率は品種により5～ 8倍程度であるが、これを繰 り返

すことによつて大量増殖が可能である。

(2)発根における前培養の効果

増殖培地から前培養なしで発根培地に移植した場合、

発根率は 3割前後と低く、根の状態も短く太い根が数本

でただけであつた。しかしながら、増殖培養後にホルモ

ンフリーの基本培地で前培養を4週間行つた区は、発根

率が 9割以上と良好で、根の状態も順化に適した細やか

な根が多くみられた。また同様に前培養を 3週間行つた

区では発根率が 5割から7割であつたことから、前培菱

の操作は発根に際し重要な操作であり、実用的な前培菱

期間は 4週間であると思われた (表 3、 図 2)。

(3)培菱時における通気膜の効果

通気膜があるものは、ないものに比較して、シュー ト

の葉色が非常に良く、またビトリフィケーションも見ら

れず良質な苗が得られたことから、通気膜の効果が認め

られた (表 4、 図 3)。

(4)増殖時における継代期間

増殖時における継代間隔を 4週間 (慣行)と 8週間で

調査したところ、4週間では内生菌と思われるバクテリ

アが発生しなかつたのに対し、8週間では部分的なもの
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を含めると供試したほとんどにバクテリアの発生がみら

れた (表 5)。 これらのパクテリアが発生したボ トルでは

最終的に褐変枯死する個体が多かつたことから増殖時の

継代期間として、4週間程度が適していると思われた。

4 まとめ

スターチスオリジナル品種「アイスター」シリーズに

ついて、初代培養の材料、発根前における前培養、通気

膜の使用や継代期間を検討することにより、効率的な種

苗の増殖法と順化育成技術を確立した。この技術を用い

た種苗生産がすでに (社)岩手県農産物改良種苗センタ

ーで行われており、現在までに約 6111Xl株 を現地に供給

しているが、この手法による変異は今のところ見られて

いない。
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表2初代培養における供識材料のステージの検討
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園3通気膜の有無 (左 なし、右 あり)

表5培養時における継代間隔とパクテリアの発生状況

バクテリア発生状況

(バ クテリアによリシュート部分が褐変した個体/全シュート)

4週間   911∝(79/79    0       0
8週間   lb∝ (7/7) 5box(25/45)  3box(22/27)

*供試数はカルチャーボトル9box(79シ ュート)
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表3発根における前培養の効果

表1「アイスターJシリーズの増殖及』頂化法
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表4増殖時における通気膜の効果
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